
業績リスト（ガイド）
氏　名
Ⅰ．研究業績
A．著書
1． 学術書（単著）
　　　『香川経済の研究』○○社，2019年1月．
2． 学術書（編著・共著・分担執筆）
（１）『徳島経済の研究』（香川花子と共著）○○社，2020年2月．
（２）“Labor Market in Shikoku,” Chapter 3 in Contemporary Issues in Japanese Economy （Adam Smith 他６名と共著）, pp. 125-150, XYZ Press, 2019年12月．
3． 入門書・概説書・教科書等
4． 県史・市史・町史・社史等
5． その他

B．論説
　１．「香川経済の現状と課題」（香川太郎、四国三郎と共著）『□□大学経済論叢』第71巻第2号，pp. 20-35, 2021年4月．
　　２．“The Effect of Economic Policy in Japan,” （John S. Mill と共著） Journal of World Economy, Vol. 65, Issue 1, pp. 201-240, 2017年1月（査読有）． 
３．「日本経済の研究」，△○大学経済学研究科博士論文，2016年1月提出，同年3月博士（経済学）の学位取得．　　

C．研究ノート
　　１．「香川経済の課題について」『□□大学経済論叢』第70巻第1号，pp. 1-25, 2020年5月．

D．Working　Paper
　　１．「愛媛経済の現状に関する研究」The Institute of Economic Research Working Paper Series, No.50, Kagawa University, 2019年10月.

E．翻訳・書評・雑誌等寄稿・資料・調査等
　　１．翻訳
　　　『経済学』（原著名Economics），David Ricardo著，○○出版社，2018年9月.
　　２．書評・雑誌等寄稿
　　３．資料・調査等

F．学会・学術研究集会報告等
　　１．招待講演
　　２．報告
　　　（１）“Social Security’s Impact on the Japanese Economy,” Annual meeting of The World Economic Association, Kagawa University, 2020年7月．
（２）「四国経済の現状と課題」（高松愛と共著）日本□□学会令和元年度全国大会，
△○大学，2019年5月.
　　３．座長等

G．その他


Ⅱ．外部資金獲得状況
１．科学研究費補助金・民間財団助成金等外部資金（単独研究）
（１）平成29年度　財団法人○○国際財団　研究助成「徳島経済の現状と課題」○○万円
２．科学研究費補助金・民間財団助成金等外部資金（共同研究・代表者）
（１）平成30年度～令和2年度　科学研究費補助金基盤研究（C）「香川経済の研究」（課題番号12345678）交付総額1000万円（H30年度300万円；R1年度300万円；R2年度400万円）


Ⅲ．所属学会
　　日本□□学会
　　World Economic Association



※業績について，査読がある場合は（査読有）と記載すること。
※該当するものがない場合は，記号・番号を順次繰り上げること。例えばＡの著書がなければ，論説をＡとする。
[bookmark: _GoBack]※研究業績の発表年の表記は，西暦・元号のいずれを用いてもよい。ただし，全ての業績を同一の表記に統一すること。学会報告等，外部資金獲得状況についても，各項目内で表記を統一すること。
